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〈特別講義〉
川村亜紀氏「震災復興と地域プロスポーツ」
天野和彦
　去る７月14日に「震災復興と地域プロスポーツ」
と題し，講師に株式会社仙台スポーツリンク（89ers）
で広報を担当されている川村亜紀氏（写真１）を招
いて公開授業を行った。１年生の学科共通科目であ
る「健康と福祉基礎論」の受講生と，２年生を対象
とした領域専門科目である「地域スポーツ論」の受
講生を主な対象とし，仙台市という東北の中心都市
において，プロスポーツチームが当たり前のように
存在しているなかで抱えている問題点や，震災を契
機に地域とプロスポーツチームの関係性を考える機
会として設けたこの授業には，250名を超える学生
の参加があった（写真２）。
　はじめに，震災当時の状況が説明され，新潟に移
動中だったチームがどのようにして仙台に戻ったの
かが報告された。また，その後BJリーグの試合が
再開されるまでの間，被災地でライフラインもまま
ならない東北や関東と，少しでも早く試合を再開し
たい西日本などのチームとのリーグ運営に関する温
度差や，ライフラインの回復が早かったリーグの運
営団体である株式会社日本プロバスケットボールと
89ers事務局の震災についての捉え方の違い，震災
によって「見るスポーツ」としてのプロ興業に目が
向けられない状況で生じた苦労などが報告された。
　89ersはバスケットボールというスポーツの特徴
から数名の外国人選手を抱えていたが，震災後充分
な生活ができない彼らは他のプロスポーツ選手と同
様に母国へと帰国した。プロバスケット選手とし
て，新たな働く場所を求める彼らにとって，原発問
題よりも再就職を優先するという極めて現実的な問
題がそこにはあったと川村氏は言う。その一方で，
日本人選手には，チーム存続の為に敢えてシーズン
途中で全員解雇されるという事態がおきた。幸いに
もリーグ機構が特別にレンタル移籍制度を設けて選
手を救済し，其々別々のチームに分かれ，89という
背番号を背負って今シーズンのプレーを結果的に終
えることができ，そのなかには，オールスターゲー
ムに出場した選手も含まれている。そして５月末に
行われたリーグ機構による89ersへのヒァリングを
経て，来シーズンの参戦が承認されると，レンタル
されていた選手全員がチームにもどってくることと
なった。選手やスタッフが限界のところでつながっ
ていることを実感したと川村氏は述べていた。
　このような震災後の対応の合間を縫って，地元企
業が被災していることにより89ersは新たなスポン
サー探しに奔走したそうである。また，チケットの
単価を切り詰るなどスタッフ全員で資金集めに努力
をしたのだそうだ。その一方で，地域への支援活動
として被災地にスタッフが入り，選手との交流やダ
ンス，ストレッチ教室などを開催し，地域に根差し
たプロスポーツチームとしてできる限りの貢献活動
も行ったことなどが報告された。震災によってマイ
ナスなことばかりが続いたチームに，唯一プラスに
働いたのはこのような存続の過程がメディアに取り
上げられ，全国的に89ersの露出が行われたことだ
そうである。本講演に使用された映像も，大手のマ
スメディアが作成したものであった。
　川村氏の講話は，映像を交えてすぐに１時間が経
過し，学生への簡単な質疑応答を経て一旦終了した。
写真１　川村亜紀氏
写真２　受講学生で満員の教室
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その後，小教室に移動し，プロスポーツチーム（の
運営）に興味関心がある学生を交え，その質疑に応
える形でさらに１時間の特別講義を行っていただい
た。大教室では質問ができなかった学生も積極的に
聞ける雰囲気作りをしていただき，また内容も興味
深いものが聞けたのではないかと感じている。
　同じ在仙のプロスポーツチームの比較，特に組織
の担当人数や施設使用料と収益の問題，メディアの
扱いの違い，あるいは川村氏が89ersに入社したきっ
かけなど幅広い話題についてお話し頂き，学生も食
い入るように話を傾聴していた。なかでも私が面白
いと感じたのは，川村氏が「89ersは私企業である
が，利潤を最優先しているわけではない。地域にあ
るチームとして存続することに意義があり，そのた
めに維持努力することでプロスポーツ文化を根付か
せることを目指している（筆者加筆）」という趣旨
を述べられたことである。私は某学科の批判的な社
会学の先生ほどではないが，やはり斜めに物事を見
る性向が身についており，講義でいくら地域とプロ
スポーツのマネジメントについてCSRや地域貢献の
美談を述べても，現実世界のロジックとの乖離は身
に沁みていた。しかし，震災を経てチームを再建に
関わられた川村氏から出てきた言葉は，不思議なほ
ど自然に受け入れられたのである。
　今回の震災によって学生が入学時に抱いていた興
味関心は変化したことであろう。そのようななか，
地域におけるスポーツ領域を担当する教員の一人と
して，改めて現場の声を聞き，可能な限りフィール
ドに近づくことで，報道や紙面では見えてこない地
域スポーツの現実に学生とともに触れる重要性を再
認識した次第である。
